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▔国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度

　
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
で
、
学
生
本
人
の
所

得
が
一
定
額
（
約
１
2
８
万
円
）
以
下
で

あ
れ
ば
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
学
生
納
付
特

例
期
間
中
の
傷
病
や
不
慮
の
事
故
な
ど
に

よ
り
障
が
い
が
残
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎

年
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
学
生

納
付
特
例
期
間
は
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
承

　
認
を
受
け
た
月
以
降
、
10
年
以
内
で
あ

　
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

　
で
き
ま
す
。

対
象　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）
・
短
期
大
学
・
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
等
に
在
学
す
る
学
生

※
こ
れ
以
外
の
教
育
施
設
で
も
対
象
校
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き　
市
民
課
へ
学
生
証
（
写
）
ま
た

は
在
学
証
明
書
・
年
金
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
手
続
き
が
可
能
で

す
。

　
ま
た
、
50
歳
未
満
の
学
生
で
は
な
い
方

で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
、
か
つ
、
本

人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
、
納
付
猶
予
制
度
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　
市
民
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
４
１

学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
形

式
）
を
送
付

　
令
和
3
年
度
の
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
方
で
、
令
和
4
年
４
月
以
降
も

引
き
続
き
在
学
予
定
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
把
握
で
き
た
方
に
対
し
て
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
4
月
頃
に
基
礎
年
金
番
号

等
の
事
項
を
印
字
し
た
学
生
納
付
特
例
申

請
書
（
ハ
ガ
キ
形
式
）
を
送
付
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
在
学
中
の
場
合
は
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
返
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

令
和
4
年
度
（
令
和
4
年
4
月
〜
令
和
5

年
３
月
）
に
つ
い
て
も
学
生
納
付
特
例
申

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　
堺
西
年
金
事
務
所

　
　
　
　
☎
（
243
）
７
９
０
０

▔国
民
健
康
保
険

申
請
に
よ
る�

�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入

　
65
歳
〜
74
歳
の
方
で
、
申
請
に
よ
り
大

阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
た
方
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

▼
一
定
の
障
が
い
の
程
度
と
は
…

　
国
民
年
金
法
等
に
お
け
る
障
害
年
金

１
・
２
級
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
・

３
級
及
び
４
級
の
一
部
（
音
声
機
能
・
言

語
機
能
の
障
害
ま
た
は
下
肢
障
害
１
・

３
・
４
号
）
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
の
方

　
な
お
、
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
定

さ
れ
た
65
歳
〜
74
歳
の
方
に
つ
い
て
は
、

認
定
後
も
75
歳
に
な
る
ま
で
は
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
障
害
認
定
の
申
請
を
将
来

に
向
か
っ
て
撤
回
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
撤
回
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

（
撤
回
届
の
提
出
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
等
や
障
害
年
金
受
給
資
格
等
が
無
効

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
昭
和
22
年
４

月
２
日
〜
６
月
30
日
生
ま
れ
の
方
で
、
75

歳
に
な
る
前
に
国
民
健
康
保
険
で
人
間
ド

ッ
ク
を
受
診
す
る
場
合
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
お
早
め

に
健
幸
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
75
歳
を
迎
え
る
方
は
誕
生
日
か
ら
後
期

　
高
齢
者
医
療
制
度
で
受
診
で
き
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
4

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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▔税
固
定
資
産
の
縦
覧

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
土
地

及
び
家
屋
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、

自
己
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
価
格
と

市
内
の
他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
を
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
〜
５
月
31
日（
土・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

縦
覧
場
所　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

は
土
地
の
納
税
者
等
、
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
は
家
屋
の
納
税
者
等

必
要
な
も
の　
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
等

　
家
屋
新
増
築
ま
た
は
地
目
変
換
等
に
よ

り
変
更
さ
れ
た
評
価
額
に
不
服
が
あ
る
場

合
は
、
納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
3
か
月
以
内
で
あ
れ
ば
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
へ
審
査
の
申
し
出
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
令
和
３
年
度
の
土
地
価
格

上
昇
に
係
る
審
査
の
申
し
出
期
間
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
度
の
納
税
通
知
書
の
交

付
を
受
け
た
日
後
15
か
月
ま
で
の
特
例
が

あ
り
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

泉
大
津
税
務
署
か
ら
納
付
期
限
の　

お
知
ら
せ

　
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・

贈
与
税
の
納
税
は
３
月
15
日
（
火
）、
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

は
３
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　
納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
な
振
替
納
税

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
に
は
「
預

貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依

頼
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
振
替
納
付
日

・
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
：

４
月
21
日
（
木
）

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
：
４
月
26
日
（
火
）

▼
振
替
依
頼
書
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
で

　
き
ま
す

　
振
替
納
税
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
事

前
に
税
務
署
又
は
希
望
す
る
金
融
機
関
に

振
替
依
頼
書
を
書
面
で
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
3
年
1
月
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）
で
提
出
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
使

っ
て
簡
単
な
操
作
で
提
出
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

▼
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ 

　
納
付

　
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

て
、
納
付
に
必
要
な
情
報
（
氏
名
や
税
額

な
ど
）
を
『
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
』
と
し
て
作
成

し
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
納
付

書
の
取
得
の
た
め
に
税
務
署
の
窓
口
に
出

向
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
国
税
の

納
付
手
続
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
還
付
金
の
受
取
り

　
還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
申
告
者
本
人

名
義
の
口
座
に
限
り
振
り
込
み
が
可
能
で

す
。

　
な
お
、
口
座
名
義
に
店
名
（
屋
号
）
な

ど
を
含
む
場
合
や
旧
姓
の
ま
ま
の
場
合
は
、

振
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に

振
込
み
を
希
望
す
る
場
合
は
、
貯
金
通
帳

口
座
の
「
記
号
」
と
「
番
号
」
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀

行
は
、
特
定
の
銀
行
を
除
い
て
、
振
込
み

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
取
引
先
の
銀
行
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
泉
大
津
税
務
署

　
　
　
☎
０
７
２
５
（
３
３
）
５
６
０
１

▔各
種

令
和
4
年
度
分
の�

�

無
料
普
通
ご
み
処
理
券
を
配
付

　
３
月
中
旬
以
降
に
本
市
に
住
民
登
録
の

あ
る
方
へ
令
和
4
年
度
分
の
無
料
普
通
ご

み
処
理
券
（
青
色
）
を
送
付
し
ま
す
。
な

お
、
本
市
に
住
民
票
を
移
さ
れ
て
い
な
い

方
に
は
無
料
普
通
ご
み
処
理
券
は
郵
送
さ

れ
な
い
た
め
、
印
鑑
と
居
住
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
書
類
（
住
居
の
賃
貸
借
契
約

書
や
公
共
料
金
の
領
収
書
な
ど
、
氏
名
と

住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
）
を
持
っ
て
生

活
環
境
課
で
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
使
い
切
ら
ず
に
残
さ
れ
た
令
和
3
年
度

　
の
無
料
普
通
ご
み
処
理
券(

緑
色
：
3

　
月
31
日
ま
で
の
ゴ
ミ
収
集
に
利
用
可)

　
は
、
日
用
品
と
の
交
換
を
予
定
し
て
い

　
る
の
で
、
必
ず
捨
て
ず
に
保
管
し
て
お

　
い
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
今
後
の

　
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
普
通
（
可
燃
）
ご
み
以
外
に
は
、
シ
ー

　
ル
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

狂
犬
病
の
予
防
集
合
注
射
を
中
止
し

ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
例
年
4
月
に
実
施
し
て
い
た

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
中
止
し
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
接
種
は
個
別
に
動
物
病
院

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
市
内
の
動
物
病
院

▼
ワ
ー
ル
ド
動
物
病
院
［
西
取
石
1
‐
９

‐
９
☎
（
264
）
２
２
５
０
］

▼
や
ま
よ
し
犬
猫
病
院
［
取
石
３
‐
８

‐
30
☎
（
260
）
１
１
３
９
］

▼
綾
園
動
物
病
院
［
綾
園
1
‐
6
‐
3

☎
（
265
）
５
７
７
６
］

※
手
続
き
の
際
、
4
月
上
旬
に
郵
送
す
る

　
予
定
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付

　
手
数
料
領
収
書
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

企
業
立
地
促
進
制
度
の
改
正

「
高
石
市
企
業
立
地
等
促
進
条
例
」
を
改

正
し
、
条
例
の
適
用
期
間
を
令
和
９
年
３

月
末
ま
で
に
５
年
間
延
長
し
ま
す
。
ま
た
、

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
脱
炭
素
社
会

に
向
け
た
新
た
な
産
業
へ
の
投
資
の
促
進

を
図
る
た
め
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業

等
を
営
む
新
規
進
出
企
業
等
に
対
す
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
課
税
免
除
措

置
を
５
年
間
に
拡
充
し
ま
す
。

問
合
先　
経
済
課
☎
（
275
）
６
１
４
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
時
間
外
交

付
に
つ
い
て

　
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
受
け
取
ら

れ
た
方
で
、
業
務
時
間
中
に
窓
口
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
次
の
日
程
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
3
月
27
日
（
日
）
午
前
9
時
〜
正

午場
所　
市
役
所
（
本
館
１
階
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
以
外
の

　
お
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。　
　
　
　

問
合
先　
市
民
課
☎
（
275
）
６
２
１
２

８ 月 ９ 月７ 月５ 月 ６ 月４ 月住　所

（木）14（木）
（土）

２
14
（金）１ （水）１ １（木） （月） （木）

（土）

16 （火）14

（火）

13 （水）17 （水）14

（月）11

（木）

13 （金）10

（金）

（金） （月）12

（月）4

（月）

（金）３ （土）２ （水）3 （土）３

（月）8 （水）７

８

（木）２ （金）１ （火） （金）２２
17 （水）15 （木）18 （木）15

２
15 （金）15
（土）
（金）

（火）

18

6

（木）16 （金）19 （金）16

６ 5

６

７

（水）

（土）

９ （月）6 （金）5 （火）6

（木）

29
（水）
（木）
13
28

（月）

（月）
（火）31 （水）29 （水）31 （金）30

（火）19（月）18

（水）

19 （金）17 （土）20 （土）17

（水）
（金）

25
（金）
（金）22

（火）
（火）

25
（水）
（木）23

（火）
（木）25

26

（木）
（月）

１ 306/

 

 304/

26

（火）

27（火）26

（木）

27 （月）27 （月）29 （水）28

（水）20（火）19

（木）

20
（月）4 （木）4

９

（月）5７ ４（火）5

（金）

（土）
（月）20 （月）22 （火）20

21（水）20

（金）

23 （火）21 （火）23 （水）21
（火）
（木）

22
（木）
（木）
７

８

21

 （月）
（月）

10

11 ８

24
（火）
（水）
7
22 （水）24 （木）22

12
27

（月）
（水）

（水）
（金）

12
28

（火）
（水）

（金）
（金）

14
30

（月）
（火）
13
28

（火）
（火）30

（火）
（木）
1316
29

（木）
（月）

26
（土）
（月）
９ ９
25

（水）
（水）

12
26

（木）
（金）24

（水）
（金）
10

1211

８ ９（金）
（火）27

問合先 
生活環境課
☎（275）6266

上 半 期

くみ取り日程

令和4年度

悪天候の場合
は、日程を変更
することがあ
ります。
くみ取り日は、
作業がしやす
いように通路
の確保等にご
協力をお願い
します。
世帯人数、便
槽に変更があ
った場合は、ご
連絡ください。

※

※

※

千代田 1丁目～6丁目、 綾　園 7丁目
東羽衣 4丁目（1～7）

高師浜 1丁目～4丁目、 羽　衣 1・3丁目、 東羽衣 1・2丁目
東羽衣 3丁目（13・14・16）・5丁目（8・20・26）

取　石 4丁目～7丁目

東羽衣 3丁目（1～12・18）・4丁目（12）・5丁目（1～7・9～19
　　　  21～25・27・28）・6丁目・7丁目
加　茂 1丁目（5・8～10・12・13・16・17・19）

取　石 1丁目・2丁目（6～11・13・15・18・19・23・26・28
　　　  ・30・33・34・38・39・46・47）

取　石 2丁目（31・41・43・45・48）・3丁目

加　茂 1丁目（11・14・15）
綾　園 1丁目・2丁目（1）・3丁目・4丁目・6丁目（6・16・18・20・23）

綾　園 2丁目（2～8）・6丁目（1・7～11・13・22）、
加　茂 2丁目（6・7・23・30）・3丁目（1・6）

綾　園 2丁目（9～23）・6丁目（4・5・12・14・15・19・21）

取　石 2丁目（37）
加　茂 2丁目（1・14・17・24・26）・3丁目（8・10）・4丁目（11）
西取石 1丁目（1・2・４・10～15・18）・3丁目（1・5・11・18・19）

取　石 2丁目（4・5・12・14・16・17・25）、
西取石 1丁目（9・16・17・19・22）・3丁目（9・14・15）
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障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
必
要
な
情
報

の
提
供
や
助
言
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
の
利
用
支
援
、
虐
待
の
防
止
や
権
利
擁

護
の
た
め
の
必
要
な
援
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問
合
先　
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
（
343
）
７
８
０
０

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

　
令
和
2
年
は
全
国
で
年
間
２
万
１
０
８

１
人
、
府
内
で
も
１
４
０
９
人
の
方
が
自

殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た

末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社

会
的
な
問
題
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
専
門
の
相
談
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
身
近
な
方
の
悩
み
に
気
付

い
た
ら
、
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
悩
み

に
耳
を
傾
け
、
専
門
家
へ
の
相
談
を
す
す

め
、
じ
っ
く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
５
５
６

（
3
月
31
日
午
後
5
時
ま
で
24
時
間
受
付
）

■
S
N
S
相
談　
大
阪
府
こ
こ
ろ
の
ほ
っ

と
ラ
イ
ンｰ

新
型
コ
ロ
ナ
専
用ｰ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
相
談
に
文
字
チ
ャ
ッ
ト
で
お

応
え
し
ま
す
。

毎
週
水
・
土
・
日
曜
日　
午
後
5
時
30
分

〜
10
時
30
分
（
受
付
：
午
後
10
時
ま
で
）

　　　　友人に簡単にもうかる話があると誘われ、事業者からFX自

動売買ソフトを勧められた。「高額なので支払えない」と言ったが「大

体の人は1年で返済できるから借金すればよい」と言われ、契約する

ことにした。消費者金融で年収220万円のフリーターと申告するよう

に指示され、その日のうちにATMで50万円を借り入れて、事業者に

送金したが、 解約したい。（当事者：学生 女性)

 

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r

※子どもサポート情報　第176号から抜粋・イラスト黒崎玄

休館日 土・日曜日、祝日

返せる見込みがないのに多額の借金を抱えることはリスクの高い行為です。「す

ぐ返済できる」などと言われても、うのみにせず、借金をしてまでの投資などは

やめましょう。「お金がない」と断ると、借金をするように勧められ、金銭的に断る理由を

封じられる場合があります。「お金がない」ではなく「いりません」ときっぱり断りましょ

う。借金やクレジット契約をする際に、うその使用目的や職業、年収などを申告して借り

るよう指示されても、絶対に従ってはいけません。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

事 例　

借 金 す る よ う 指 示 し て
契 約 さ せ る 手 口 に 注 意

「
悩
み
の
相
談
窓
口
一
覧
」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

▼

「
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

S
N
S
相
談
（
新
型
コ
ロ
ナ
専
用
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 
▼
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う
れ
し
ー
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
商
品

券
の
使
用
期
限
は
3
月
31
日
（
木
）

ま
で

　
う
れ
し
ー
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
２
弾
で

当
選
し
た
商
品
券
の
使
用
期
限
は
、
令
和

4
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。
使
い
忘
れ
の

な
い
よ
う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
高
石
う
れ
し
ー
と
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
６（
６
６
３
５
）

２
６
２
４（
受
付
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

自
動
車
安
全
運
転
者
講
習
会

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
4
月
6
日

〜
15
日
）
に
先
が
け
、
自
動
車
運
転
に
関

す
る
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。
自
動
車
安
全
運
転
講
習
会
の

日
時
や
中
止
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
高
石
警
察
署

　
　
　
　
　
　
☎
（
265
）
１
２
３
４

高
石
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業　
　
　
　

紹
介
ポ
イ
ン
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
中

　
80
歳
以
上
の
方
を
紹
介
い
た
だ
い
た
方

に
、
お
一
人
様
ご
紹
介
毎
に
5
0
0
pt
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
80
歳
以
上
の
方
の

ご
入
会
時
、
申
込
書
に
紹
介
者
の
氏
名
と

ID
を
ご
記
入
い
た
だ
く
と
、
後
日
紹
介
者

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

※
紹
介
ポ
イ
ン
ト
の
獲
得
は
4
人
分
（
2

　

0
0
0
pt
）を
上
限
と
し
ま
す
。
ま
た
、

　
同
一
の
方
を
複
数
人
が
紹
介
す
る
こ
と

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
紹
介
ポ
イ
ン
ト
は
、
年
間
交
換
ポ
イ
ン

　
ト
の
上
限
に
関
わ
ら
ず
、
交
換
で
き
る

　
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

問
合
先　
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
推
進
班

　
　
　
　
　
　
☎
（
267
）
１
１
６
１

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
元
高
石
市
在
住
の
髙
木
康
彦
様
か
ら
、

市
立
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
松
の
実
園

に
百
万
円
を
ご
寄
附
頂
き
ま
し
た
。
頂
い

た
ご
寄
附
は
、
子
ど
も
達
の
絵
本
や
玩
具

等
の
購
入
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
高
石
う
れ
し
ー
と

　
　
　
　キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

▼

TAKAISHI 健診 JAM
～ 特定健診を受けて、生活習慣病を予防しよう！ ～

3/20（日）アプラたかいし（3 階）

健幸づくりイベント
▲昨年の健診 JAMの様子

特定健診 9：30～13：00

10：00～13：00

　国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入している方を対象に、無料で受診
できる特定健診を実施しています。健診受診やイベント参加でプレゼントをお
渡しします。当日はマスクを着用してお越しください。

対象　35 歳以上の国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者
持ち物　国民健康保険証または後期高齢者保険証（40歳以上の方は「特
定健康診査受診券」も必要）
費用　無料　申込　当日直接会場へ
※健診は１時間程度で終了します。

薬局と連携した健康測定会（骨密度測定等・健康相談）　など

健幸ポイント事業参加者
は健診受診で健幸ポイン
ト獲得のチャンス！

問合先　健幸づくり課☎（275）6381

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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市
公
金
の
納
付
書
の
取
り
扱
い
場
所

　
令
和
4
年
4
月
1
日
以
降
、
市
税
、
保

険
料
、
保
育
料
、
使
用
料
、
上
下
水
道
料

金
、
そ
の
他
公
金
に
か
か
る
納
付
書
は
次

の
各
金
融
機
関
本
支
店
で
お
取
り
扱
い
で

き
ま
す
。

　
池
田
泉
州
銀
行
、
大
阪
信
用
金
庫
、
三

菱
U
F
J
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
り
そ
な

銀
行
、
関
西
み
ら
い
銀
行
、
紀
陽
銀
行
、

成
協
信
用
組
合
、
い
ず
み
の
農
業
協
同
組

合
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
、
近
畿
労
働
金

庫
、
近
畿
産
業
信
用
組
合
、
京
都
銀
行
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
近
畿
2
府
4
県
内
に
限

る
）

※
三
井
住
友
銀
行
は
口
座
振
替
（
口
座
引

　
き
落
と
し
）
の
み
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
4
月
1
日
以
降
は
同
行
の
窓
口

　
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先　
会
計
課
☎
（
275
）
６
４
４
４

みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

国
連
が
定
め
る
S
D
G
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
の
目
標
の
一
つ

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
の
実
現
に
は
、

無
意
識
の
偏
見
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
）
の
解
消
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。　

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
と

は
、
「
自
分
で
は
気
づ
い
て
い
な
い

も
の
の
見
方
や
と
ら
え
方
の
ゆ
が
み

や
偏
り
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

物
事
を
大
枠
で
と
ら
え
瞬
時
に
判
断

し
効
率
的
に
処
理
す
る
う
え
で
は
役

に
立
つ
こ
と
も
多
く
、
誰
も
が
持
っ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は

よ
い
、
悪
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
に
気
づ
か
ず
に
い
る

と
、
自
分
の
正
し
さ
を
絶
対
だ
と
思

い
込
み
、
勝
手
な
決
め
つ
け
、
価
値

観
や
行
動
の
押
し
つ
け
に
よ
り
、
相

手
を
傷
つ
け
て
関
係
性
に
悪
影
響
を

与
え
、
時
に
は
自
分
自
身
の
可
能
性

を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

  

内
閣
府
で
は
昨
年
８
月
に
「
性
別

に
よ
る
無
意
識
の
思
い
込
み
（
ア
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）
に
関
す

る
調
査
研
究
」
を
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。
全
国
男
女
20
～
60
代
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
、
１
０

３
３
０
人
か
ら
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

【
性
別
役
割
意
識
の
項
目
例
】

◇
男
性
は
仕
事
を
し
て
家
計
を
支
え

る
べ
き
だ
。

◇
デ
ー
ト
や
食
事
の
お
金
は
男
性
が

負
担
す
べ
き
だ
。

◇
女
性
に
は
女
性
ら
し
い
感
性
が
あ

る
も
の
だ
。

◇
家
事
・
育
児
は
女
性
が
す
る
べ
き

だ
。

◇
育
児
期
間
中
の
女
性
は
重
要
な
仕

事
を
担
当
す
べ
き
で
な
い
。

◇
共
働
き
で
も
男
性
は
家
庭
よ
り
も

仕
事
を
優
先
す
る
べ
き
だ
。

※
ど
ち
ら
の
グ
ラ
フ
の
数
値
も
「
そ
う
思
う
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
合
計
で
す
。

　

全
体
的
に
男
性
の
方
が
高
い
割
合

と
な
り
、
特
に
男
性
50
～
60
代
で
、

性
別
役
割
意
識
が
強
い
こ
と
、
ま
た

20
～
30
代
の
若
い
世
代
に
お
け
る
男

女
の
意
識
で
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
異
性
に
対
す
る
思

い
込
み
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
・
女

性
自
身
も
無
意
識
の
う
ち
に
自
身
で

（
異
性
よ
り
）
強
く
思
い
込
ん
で
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
、

あ
な
た
の
、
私
の
、
み
ん
な
の
問
題

で
す
。
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
周
囲

に
お
し
つ
け
な
い
と
い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

アンコンシャス・バイアス
（無意識の思い込み・偏見）
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